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SEPG活動とアジャイルの親和性を考える 
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自己紹介 

矢部 智 

 ・NTTデータ CMMIに基づく個別組織のプロセス改善を支援 

        コーポレートSEPGとして全社プロセスを整備 

 ・SEI認定 CMMI(SCAMPI)高成熟度リードアプレイザ 

 

アジャイルとのかかわり （2011.11-現在） 

 ・書籍「アジャイルサムライ」を担当内全員で買って議論 

 ・勉強会「すくすくスクラム」に参加 

 ・国際会議「SEPG North America」のAgile CMMI WSに参加 

 ・自分のチームでタスク管理のためにRedmineを導入 

 ・アジャイルとCMMIの関係についてWEB記事を執筆 
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ビジネスとアジャイルとSEPG 

・以前のITビジネスの典型的な流れ 

顧客業務 
既に存在しているがシステム

化されていないもの 
開発プロセス ITシステム 

・今、ITビジネスに期待されていること 

顧客業務＝ITシステム 
既にシステム化のための基盤があり、 
そこにユーザ業務を追加する。 

基盤はクラウド等外部にあるものも含む 

短期開発を可能
にする技術： 
XP,TDD,CI, 

Scrum 

開発プロセス 

・SEPGの役割は、ビジネスに貢献するプロセスを作ること 

・ITが普及し、開発技術が進化したため、すぐに動くシステムが求められるように 

・アジャイルはそのようなビジネスの状況に対応したプロセスの一種  

・SEPGがビジネスに貢献したければ、アジャイルを知っておくのは必然 
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アジャイルはCMMIを使っているSEPGには理解しやすい！ 

CMMIとアジャイルはどちらもより良い開発を行うために作られた 

 ・CMMIはライフサイクルモデルを限定していない。アジャイルもウォー

ターフォールも同列の扱い 

 ・CMMI V1.3ではアジャイル開発の記述が追加された（次頁図） 

違いは何？アジャイルを学ぶことでどうよくなる？ 

 ・アジャイル手法（スクラム等）は具体化された行動を記述 

 ・CMMIは抽象化されたプロセスの本質を記述、やり方は自分で定義 

 ・手法の選択肢が増えることで、変化に柔軟に対応でき、よりビジネスの

状況にあったプロセスが使えるようになる 

CMMIが例示するライフサイクルモデル 

ウォーター 
フォール 

アジャイル 
（反復型） 

スパイラル 
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CMMI V1.3におけるアジャイルの記述例 

①プロダクト 

バーンダウンチャート ユーザ 
ストーリー 

詳細化 
プ
ロ
ダ
ク
ト
バ
ッ
ク
ロ
グ 

スプリントバックログ 

テスト 
スプリントレビュー 

要件管理 
要件開発 

プロジェクト計画策定 
プロジェクトの監視と制御 

検証 
妥当性確認 

構成管理 
成果物統合 

プロセスと成果物の品質保証 

リリース 

振り返り 

CMMIプロセス領域 

全部の手法を一度に導入しなくてもいい 


